
　【総合評価】

　　　A：　概ね目標に達したと認められる 　　　　B：　継続して取り組むべきと認められる

　　　C：　改善が必要と認められる 　　　　D：　見直し、廃止を検討すべきと認められる

自己 総合

評価 評価

Ⅰ．経営発達支援事業の内容

１．地域の経済動向調査に関すること

（１）１次データ

・経営状況調査

小売業・サービス業および製
造業等の事業者へ、環境変化
に関するヒアリングを行い、
個別の課題について調査し
た。

１回 １回

Ａ

消費増税とラグビーＷ杯の開催に
合わせて、経営状況の調査を行っ
た。消費税に関してはキャッシュレ
スに対応出来ていない事業者へ
の導入促進につながり、ラグビー
Ｗ杯においては、店舗の情報発信
につながった。

Ａ

・景気動向調査 前期・後期と２回実施、会
報、ホームページで公表し
た。

２回 ２回

Ｂ Ｂ

・ＬＯＢＯ調査

日本商工会議所を通じて実
施、会報で公表し情報提供を
行った。

１２回 １２回

Ｂ Ｂ

・商店街通行量調査
２年に１回の実施年であり、
会報で公表した。

１回 １回
Ｂ Ｂ

（２）２次データ

・岩手県消費購買動向調査
岩手県消費購買動向調査は
調査年ではなかった。（５年に
１回実施）

数値設定
なし

実施なし

－

調査該当年ではなかった。

-

・釜石市民買物行動調査
釜石市買い物行動調査は、調
査年ではなかった。（不定期
に実施）

数値設定
なし

実施なし

－ -

・岩手県商店街実態調査
岩手県商店街実態調査は、調
査年ではなかった。（３年に
１回実施）

数値設定
なし

実施なし

－ -

・岩手経済研究所の調査レポート岩手経済研究所の調査レポー
トについては、個別に必要に応
じて報提供した。（毎月の会報
からピックアップして活用）

数値設定
なし

個別に情
報提供した

C

個別案件で必要な情報について、
情報提供を行った。

Ｃ

２．経営状況の分析に関すること

①巡回 ①巡回

（６００件） （７２２件） A Ａ

②セミナー
等

②セミナー
等

（６回） （５回） Ｂ Ｂ

③経営分
析件数

③経営分
析件数

（６０件） （８５件） A Ａ

３．事業計画策定支援に関すること

（１）事業計画策定支援 セミナー セミナー

１０回 ３回

計画策定
事業者数

計画策定
事業者数

９０事業者 ６８事業者

令和元年度釜石商工会議所経営発達支援計画評価表

調査を実施したが、公表が十分で
はなかった。

調査該当年ではなかった。

経営状況分析を実施するための
事業者巡回は十分に行うことが出
来た。セミナーは目標開催数に１
回足りなかった。しかし、経営分析
の件数は目標を大きく上回ること
が出来、量的には十分な実施をす
ることが出来た。今後は、定量・定
性のより効果的な分析を心がけた
い。

計画策定件数は目標を下回って
いるが、十分な事業者数を支援す
ることが出来た。セミナーについて
は、目標値が大きいため回数は達
成できなかったが、今後は次期計
画の中で目標件数を実現可能な
設定で実施したい。

Ｂ

令和元年３月２５日

・内部環境の分析　

・経営成績、財政状態等の分析

項　　　　目 実施概要

中小企業相談所全員で巡回す
る事業者を事業者を検討し、こ
れまでに経営計画の策定に取
組んでいない事業者の発掘に
意識的に取組んだ。
セミナーは、事業計画策定支
援と併せて実施した。
経営分析においては、内部、
外部の環境分析について、精
度を高められるように分析の
仕方を工夫をして取り組んだ。
財務諸表の分析においては、
今年度新たに取り入れた経営
支援ツールを用い、複数年比
較等視覚的にも分かりやすい
分析を行った。

目標 実績

・外部環境の分析

計画策定のきっかけづくりとし
て、小規模事業者持続化補助
金等に併せた経営計画の策定
として延べ６８事業者が取組ん
だ。今後は計画はブラッシュ
アップし、結果に結びつけるた
めの支援を行う必要がある。
ものづくり補助金の事業計画
策定は、数事業者が取組んだ
が、１事業者に留まった。

Ｂ

自己評価コメント

B

Ｂ



自己 総合

評価 評価

（２）創業・事業承継支援 勉強会等 勉強会等

１２回 ３回

創業支援
者数

創業支援
者数

４５者 １０者

事業承継
支援者数

事業承継
支援者数

３０者 １４者

４．事業計画策定後の実施支援に関

　　すること

実行支援
者数

実行支援
者数

９０事業者１３７事業者

フォロー
アップ件
数

フォロー
アップ件数

６３０件 ５４８件

５．需要動向調査に関すること
－

商談会後のバイヤーからの要
望や意見等について参加事業
者へ情報提供を行った。

岩手県アンテナショップ情報に
ついて、テスト販売の機会を利
用して情報収集を行い、個別
に情報提供を行った。

日経テレコンや情報誌等の情
報提供については、個別に情
報提供を行った。

６．新たな需要の開拓に寄与する事業
　　に関すること
（１）商談会の開催及びフォローセミナ
　　　ー等の開催

４回 ２回

２０社 ５社

２５社 ６１社
商談件数 商談件数
８０件 ５７件

（２）藤沢商工会議所と連携し、展示販

　　　売会小口取引商談会の開催

（３）店舗再開情報、釜石お店なうで販
　　　促情報を提供

３００件 ２４１件

３００回 ２７３回
（４）釜石市のポータルサイトと連携し、

商品、サービスの情報提供

７０件 ０件
Ⅱ．地域経済の活性化に資する取組み
１．食品製造業による地域経済活性化
　　事業

－ －

食品製造業の展示商談会につ
いては、参加事業者数が多く
ないため、その理由の把握に
努め、販路開拓につながるよう
に、背景にある課題解決に取
組んだ。

経営課題の把握、市場の需要に
対し、強みを発揮する計画の実行
支援を行う。

創業支援は１０事業者が創業
計画の策定に取組んだ。
事業承継は１４事業者が事業
承継計画の策定に取組んだ。

実行支援においては、事業者
の各担当者を中心に、巡回、
電話等でのフォローを中心に
取り組んだ。また、売上利益の
状況について、確認する等、成
果に結びつくように心がけ実施
し、計画の見直し等も支援し
た。
創業後の事業者においては、
決算申告の個別相談やセミ
ナー等も実施して支援した。

個別に情
報提供した

サプライ
ヤー参加

項　　　　目 実施概要 目標 実績

Ｂ

Ｂ

Ｃ

釜石お店
なう掲載
事業者数

釜石お店
なう更新
回数

ポータル
サイト情報
提供件数

－

B

B

事業者数の減少もあり、掲載件数
は伸び悩んだ。プロモーション支援
として事業者の商品・サービスの
情報について支援していきたい。

マンパワーの問題もあり、十分な
取り組みにつなげられなかった。

C

Ｂ

Ｂ

創業希望者の発掘や、事業承継
予定者の発掘が課題である。創業
については、商工会議所のみでは
難しいことから、市と協力して実施
する必要がある。事業承継につい
ては、事業計画策定の延長で計画
策定に取り組んでいきたい。

自己評価コメント

岩手県沿岸広域振興局、釜石市等と
支援会議を開催、地域資源を活用し
た地域活性化の方向性について検討

食品製造業のＰＲ、販売拡大を目的と
した企画事業を実施して、異業種連
携を推進、ターゲット設定により、地域
内及び地域外で開催

岩手県、釜石市等の協力をい
ただき、首都圏でのＰＲ販売、
テスト販売について検討をし、
いわて銀河プラザ（東銀座）で
のテスト販売を実施した。

先方との調整が出来ずに実施
できなかった。

釜石お店な
う掲載事業
者数

釜石お店な
う更新回数

ポータルサ
イト情報提
供件数

数値設定
なし

数値設定
なし

数値設定
なし

数値設定
なし

小売業、サービス業について
は、販路開拓支援策を活用し
て、新規顧客獲得のため、新
商品・新サービスの提供に向
けて販路開拓支援策を実施し
た。
また、店舗復旧情報や店舗、
商品、サービス情報について、
情報提供した。

B

事業者商品の需要動向につい
て、地域経済動向調査等により
収集、分析し、相談内容に応じ情
報提供を行う。

小売り現場での生の需要動向に
ついて、売れ筋、市場性のある商
品について情報収集、情報提供
を行う。

計画作成、実行支援に需要動
向を反映させる取組みは、業
界の動向を中心に情報提供し
た。

－数値設定
なし

商談会開
催数

サプライ
ヤー参加

商談会開
催数 B

Ａ
バイヤー
参加者数

バイヤー参
加者数

Ｂ

Ａ

Ｂ

A

販路開拓において、商談会への出
展を希望する事業者が非常に少
ない。水産加工展示商談会・伊達
な商談会においては、仙台や八戸
の商工会議所を中心に、実行委員
会として実施していることから、充
実した機会が提供出来ている。経
営状況分析から事業計画の策定
や策定後のフォローも含め、一連
の流れの中で前向きな取り組みに
つなげていきたい。

経営状況分析、事業計画策定を
通じて取り組んだ結果、長年の営
業損失体質を改善したり、後継者
候補を通じて販路開拓に取り組む
など、分析から計画策定、実行、
実行後までの一貫した支援の成果
が出てきている。

Ｂ

ＣC

Ｂ

A

Ｂ

B

Ｂ

Ｂ



自己 総合

評価 評価

２．小売業・サービス業による地域経済
　　活性化事業

－ －数値設定
なし

数値設定
なし関係機関と支援会議を開催、消費拡

大につながる地域活性化の方向性に
ついて検討

小売業、サービス業のＰＲ、販売拡大
を目的とした異業種連携を推進、企画
事業を実施する

９月に開催されたラグビーワー
ルドカップの試合に併せ、英語
表記入りの市内飲食店マップ
および釜石ラーメンマップを作
成した。開催にあわせて公共
施設等に設置し、来訪者に情
報提供することで来店促進お
よび消費拡大に取組んだ。

項　　　　目 実施概要 目標 実績 自己評価コメント


